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学位論文内容の要旨 
 
本論文は，コンクリート部材に作用する有効応力を推定するために必要な内部拘束応力に関する検討
と，新たに開発した推定手法とその精度および適用性に関する検討，さらに，精度向上策について述べ
たもので，6章からなる。 
第1章では，本研究のきっかけとなったプレストレストコンクリート橋の現状と研究の目的，さらに，
有効応力推定の重要性と困難さについて述べる。 
第2章では，既存の有効応力推定手法に関して，適用範囲ならびに特徴などについて，その概要を紹
介する。 
第3章では，まず，この種の推定手法における推定精度の限界および障害となる事項と，従来の手法
における問題点を示す。次に，従来の手法で最も精度の低下に影響を及ぼしているコンクリートの乾燥
収縮およびクリープに起因する内部拘束応力に関して，実験により，そのメカニズムと特性を検討する。
さらに，それらの実験結果を受けて，新たな有効応力推定手法の提案を行う。 
第4章では，プレストレス量と鉄筋配置の有無をパラメータとした版状の供試体により，提案する有
効応力推定手法の適用性と推定精度の検討を行う。さらに，測定精度向上のための実施方法における改
良点と，コア削孔後の跡埋め処理方法についても言及する。 
第5章では，プレストレス量，持続荷重の大きさ，および鉄筋配置の有無をパラメータとしたはり状
の供試体により，より実構造物に近い形で提案する手法の適用性と推定精度について実験的に検証を行
う。また，実際の道路橋として38年間にわたって供用されてきたポストテンション方式のプレストレス
トコンクリート桁，および実際の橋梁と同時に製作され18年間にわたって実環境に暴露されてきたプレ
テンション方式の実桁に，本手法を適用することによって，実構造物への適用性および推定精度に関す
る検証を行う。 
第6章では，本論文を総括し，結論を述べる。 
 
 論文審査結果の要旨 
 
これまで多数のコンクリート構造物が建設され，市民生活に供されている。今後は，これらの貴重な
社会資本をいかに限られた予算の中で維持管理していくかが，土木技術者に課せられた命題である。本
論文は，社会資本の中の一つの代表であるコンクリート橋梁に着目し，維持管理レベルを決定するため
の重要な要素である，コンクリートに作用する有効応力度を推定する手法の確立を目的としている。そ
のために，まず，既存の手法の問題点を検討し，推定精度を向上させるためには，コンクリートの乾燥
収縮およびクリープという時間依存挙動に起因する内部拘束応力を全作用応力から分離することが不
可欠であることを認識し，それらのメカニズムおよび特性を実験的に検討している。次に，それらの検
討結果を受け，内部拘束応力と持続荷重による有効応力を分離できる新たな推定手法を提案している。
応力開放法を応用した手法により，応力作用軸およびその直角方向のひずみを測定し，さらに，提案す
る算定式によって，内部拘束応力を考慮し分離した有効応力を推定する。この手法の優れた点は，応力
作用軸およびその直角方向のひずみを利用し，定量的な把握の困難な乾燥収縮に起因する内部拘束応力
を相殺する点にある。また，コンクリートのひずみ計測における不可避のばらつきを考慮し，削孔方法，
ひずみ計測の方法および弾性係数の測定方法などを工夫することによって，誤差を最小限に抑える方法
を提案している。さらに，削孔後の跡埋め補修方法についても検討し，適用後の構造物の耐久性および
管理者への配慮も行っている。最後に，供試体による検証実験や，実際の橋梁として供用されてきたプ
レストレストコンクリート桁などによる適用性と推定精度の検証を行い，実構造物へも十分適用可能で
あることを確認している。 
以上の研究成果は，貴重な社会資本であるコンクリート橋梁の維持管理と延命化に有用であり，資源
の有効活用および環境負荷低減に貢献するものと考えられる。このことより，本論文は，学位（博士）
論文に値するもとであると判断される。
